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原油先物は下落、中国景気巡る懸念とＯＰＥＣ増産で

［シンガポール　２日　ロイター］ - アジア時間の原油先物は下落している。中国国家統計局が

週末発表した７月の製造業購買担当者景気指数（ＰＭＩ）が昨年２月以来の低水準となったこと

で、世界第２位の石油消費国である中国の景気減速が懸念されていることや、７月の石油輸出国

機構（ＯＰＥＣ）の産油量が昨年４月以来の高水準に達したことが背景にある。

０１４９ＧＭＴ（日本時間午前１０時４９分）までに、北海ブレント先物価格は１ドル超下げて

１バレル＝７４．３９ドル。米ＷＴＩ先物も１ドル超下落し７２．８７ドル。

ＯＡＮＤＡのシニアアナリスト、エドワード・モヤ氏は「中国はアジアの景気回復をけん引して

きた。中国景気が一段と減速すれば、世界の景気見通しが大幅に悪化するとの懸念が強まるだろ

う」と指摘。「原油需要の見通しは揺らいでおり、世界で新型コロナウイルスワクチン接種が進

展するまでその見通しはおそらく改善しないだろう」とした。

ロイターの調べによると、７月のＯＰＥＣの産油量は日量２６７２万バレルと、前月から６１万

バレル増加し、昨年４月以来の高水準に達した。サウジアラビアの伸びが目立った。
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東洋インキSCホールディングス社長　高島悟氏(下)

■高島君、困るよ

営業職としての手応えを感じながら36歳で帰国し、国際部企画グループのグループリーダーになりました。

欧州メーカーの担当者とM&A（合併・買収）案件について議論しましたが、まるで話についていけませ

ん。このままではまずいと社会人向けのビジネススクールに通いました。

労働争議のわだかまりが消えるまで、1～2年はかかった（前列中央が高島氏）

私以外にも同じ部署の4人が、平日夜や週末の時間を利用してファイナンスなどを学びました。もっと外

で学ぼうと、接待費の予算を全て教育訓練費に変えてしまいました。

ある時、担当役員から「高島君、これは困るよ」と言われましたが、経営の視点を学ぶ必要性を力説し、

会社が学費の3分の2を負担する制度ができました。このとき学んだ知識は、後のタイ現地法人社長や実際

の買収で役立ちました。

■タカシマは帰れ！

44歳でタイ現地法人社長に赴任する間際、ノーベル経済学賞を受賞したポール・クルーグマン氏のエッ

セー「アジアの奇跡という幻想」が目に留まりました。「アジアの成長は先進国による経営資源の投入に

よってのみなし得た」という一文です。これに強く反発し、タイの人たちとタイ法人を自立して稼げる会

社にすることを目指しました。

赴任早々、従業員の待遇の一部を業績連動にする人事改革案を提示しました。もうけた分を給料として還

元し、意欲向上につなげる狙いでしたが、話が急すぎて労働争議になりました。工場前で従業員が掲げる

プラカードには、タイ語で「タカシマは帰れ！」と書いてありました。

労使間で交渉を重ね、生産への影響は最小限に抑えられたものの、本当の問題はその後です。労働争議に

参加しない従業員もいたため、分断を招いてしまったのです。人事改革の狙いとメリットを地道に説明し

続けましたが、融和に1～2年はかかりました。

■なんとかなるさ

タイには「マイペンライ」という言葉があります。日本語にすると「大丈夫、なんとかなるさ」という意

味で、タイのおおらかさを表しています。最終的に仲良くなったタイ人従業員から実家に招かれ、高床式

住居に泊まらせてもらったり、濁り酒やバッタの甘露煮をいただいたりしました。

上に立つ者が大事にすべきことは米国やタイで学びました。会社が成長し続けるには、客観的で合理的な

議論が忖度（そんたく）抜きにできないといけません。現場に耳を傾ける姿勢を忘れれば、どんな計画も

独りよがりになります。全社の経営を担う立場になった今こそ、そのときの経験を日々の意思決定に生か

したいと考えています。

〈あのころ〉 2000年代前半のタイはアジア通貨危機の影響から抜け出し、再び高度経済成長期に突入し

た。現地では多くの日系企業が進出を競った。東洋インキグループはそれまで手がけていた印刷用インキ

に加え、食品パッケージやプラスチックの着色剤などの事業を広げていった。
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